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はじめに 

 

本文書は、静岡市ごみ減量実践学習プログラムの指導者向けの体験型グループワークの

手順書です。プログラム指導者は、本手順書に沿って体験講座を実施します。 

次ページ以降に児童向け、大人向けそれぞれの手順書を示します。 
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児童向け体験型グループワーク手順書 

 

１．タイムスケジュール 

 

概要 内容 所要 

開会 
・授業開始のあいさつ 

・本日の概要紹介 
5 分 

ミニ講座 

①ごみ減量ミニ講座 

 ・ごみを減らす目的、ごみの内訳、4R などについてスライドを 

使った講座 

15 分 

移動 体験学習の紹介と移動 5 分 

体験１ 

②生ごみ・紙ごみについて 

 ・食品ロスに関するクイズ 

 ・食品ロスにどんなものがあるか知り減らす方法を考える 

  ・リサイクルできる紙とできない紙の分別ゲームと解説 

 ・ワークブック P3（紙ごみを減らすヒント）の記入 など 

20 分 

体験２ 

③プラスチックごみについて 

 ・砂浜にある小さなプラスチックごみを観察 

 ・海洋プラスチックごみの起源に関するクイズ 

 ・ワークブック P4（4R について）の記入 など 

20 分 

移動 移動（ミニ講座の場所に戻る）  5 分 

まとめ 

④まとめ 

 ・ワークブック P4（できること探し）について 

 ・ワークブック P5～6 の作戦を考える 

 ・今後の取組についての説明 

 ・授業終了のあいさつ 

20 分 

 合計 90 分 
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２．使用する機材 

グループワークで使用する機材は以下の通りです。 

（例） 

使用する機材 

パソコン、ホワイトボード用マーカー、 

ストップウォッチまたはタイマー3 個 

スクリーン、プロジェクタ、マイク、 

可動式ホワイトボード 1 台（可能なら 2 台） 

長机 1 台、イス 2 脚×グループ数分 （紙ごみ分別ゲーム用） 

長机 4～6 台（プラスチックごみシール貼りクイズ用） 

 

 

３．会場の配置 

 

●体育館や多目的室などを使用する場合（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●4 年生の教室と多目的室などを使用する場合（2 部屋使用）（例） 
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③体験２（プラスチックごみについて）

①ミニ講座（ごみ減量ミニ講座）
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体験１
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体験２
プラスチックごみについて
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ホワイト
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（体験の時は教室後方に移動）

４年生教室 ４年生教室
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②体験１（生ごみ・紙ごみについて）
①ミニ講座（ごみ減量ミニ講座）
④まとめ

③体験２（プラスチックごみについて）

長机



4 

 

４．各コーナーの詳細 

 

４．１ ごみ減量ミニ講座 

パワーポイントを使用してごみ減量ミニ講座を行います。詳細はスライド下部に記載さ

れているノートを参照してください。 

 

４．２ 体験１ – 生ごみ・紙ごみについて 

パワーポイントを使用して生ごみ及び紙ごみに関する体験を行います。進行手順はスラ

イド下部に記載されているノートを参照してください。 

 コーナー後半で行う紙ごみ分別ゲームの事前準備と並び方については以下のとおりです。 

 

紙ごみ分別ゲーム実施手順（例） 

（事前準備） 

・ごみ袋にごみアイテムを入れます。 

・イスを 2 脚用意し、その上に布ボックスを 1 つずつ置きます。 

布ボックスに「リサイクルできる」「リサイクルできない」の紙を 1 枚ずつ貼ります。 

  ※以上を 1 セットとし、グループ数分作ります。 

・長机に教材を置く。 

 

（並び方の例） 

・6 グループの場合の例を下図に示します。グループの数は児童数によって増減します。 
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４．３ 体験２ - プラスチックごみ問題について 

 

プラスチックごみに関する体験を行います。進行手順はシート下部に記載されているノ

ートを参照してください。 

 このコーナーではシートの内容を印刷したものを使用します。プラスチックごみが捨て

られていた場所を考えるシール貼りクイズは、以下の手順に沿って行います。 

 

プラスチックごみシール貼りクイズ実施手順（例） 

（事前準備） 

・図のようにごみサンプル 5 種類とシール貼り解答用紙 5 枚を配置します。 

・ホワイトボードは、海洋プラスチックごみに関する学習教材やシール貼り解答用紙

の見本を貼り出す場合などに使用します。 

 

（並び方の例） 

・児童は、シール貼りクイズの時だけ長机に置かれたごみサンプルの方向を向く 

ように進行します。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．４ まとめ 

パワーポイントを使用してまとめを行います。詳細はスライド下部に記載されているノ

ートを参照してください。 
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大人向けプログラム手順書 

 

１．タイムスケジュール 

 

概要 内容 所要 

開会 
・開始のあいさつ 

・本日の概要紹介 
2 分 

ミニ講座 

①ごみ減量ミニ講座 

 ・ごみを減らす目的、ごみの内訳、4R などについてスライドを 

使った講座 

8 分 

体験 

②生ごみについて 

 ・食品ロスに関するクイズ 

 ・食品ロスにどんなものがあるか知り減らす方法を考える 

③紙ごみについて 

・リサイクルできる紙とできない紙の分別ゲーム 

・雑紙の見分け方 

※パワーポイントを使用して講座形式で行う場合もある 

 （分別ゲームを分別クイズに変更する） 

④プラスチックごみについて 

 ・海洋プラスチックごみの起源についてなど 

25 分 

まとめ 

④まとめ 

・ワークブック P4（できること探し）について 

 ・今後の取り組みについての説明 

 ・終了のあいさつ 

10 分 

 合計 45 分 

 

２．使用する機材 

プログラムで使用する機材は以下の通りです。 

（例） 

使用する機材 

パソコン、スクリーン※、プロジェクタ 

ストップウォッチまたはタイマー2 個 

 

※スクリーンは、壁に投影できる場合や会場で借りられる場合は不要 

長机 1 台、イス 4～12 脚（紙ごみ分別ゲームを実施する場合）  

※必要数は参加人数による 
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３．会場の配置 

 紙ごみ分別ゲームを行う場合の会場の配置例を以下に示します。グループ数は参加者数

によって増減します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．各コーナーの詳細 

 

ごみ減量ミニ講座、生ごみ・紙ごみ・プラスチックごみについての講座、まとめを、パ

ワーポイントを用いて行います。プログラムの実施手順はスライド下部にノートで記載さ

れています。 
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イ
ス


